
─ 76 ─

一　

は
じ
め
に

従
来
、
接
続
詞｢

し
か
し｣

に
お
い
て
逆
接
性
の
認
識
が
深
ま

る
の
は
、
近
代
（
明
治
）
以
降
と
さ
れ
て
い
る
。
が
、
そ
の
様
相

に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
は
っ
き
り
と
は
し
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
文
典
、
辞
典
、
用
例
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の

認
識
の
深
ま
り
の
様
相
を
考
察
し
、
以
下
の
内
容
を
述
べ
る
。

○
文
典
に
見
ら
れ
る
記
述
か
ら
、「
し
か
し
」
の
逆
接
性
の
認

識
は
、
明
治
末
期
に
は
あ
る
程
度
深
ま
っ
て
い
た
と
目
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
認
識
は
、
大
正
、
昭
和
戦
前
の
時
期
に

お
い
て
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

○
明
治
下
半
期
の
辞
典
に
お
い
て
は
、「
し
か
し
」
の
記
述
に
大

き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
辞
典
の

記
述
は
、
そ
の
時
期
に
使
用
率
が
伸
張
し
た
「
し
か
し
」
の 

語
義
や
語
法
を
十
分
に
反
映
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

○
戦
後
、「
し
か
し
」
は
逆
接
用
法
を
中
心
と
し
て
考
察
さ
れ

る
時
期
を
迎
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
し
か
し
」
の
逆
接

性
の
認
識
の
深
ま
り
は
、
明
治
末
期
か
ら
昭
和
戦
前
ま
で
の

比
較
的
短
い
期
間
で
進
行
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

二　

問
題
点
の
整
理

接
続
詞
「
し
か
し
」
は
、
近
世
ま
で
は
「〝
ソ
レ
ニ
シ
テ
モ

…
…
〞〝
ソ
レ
ハ
ソ
ウ
ト
シ
テ
…
…
〞
に
近
い
気
分
を
表
し
、
論

理
的
な
逆
接
条
件
を
表
す
と
い
う
よ
り
は
、
前
述
の
事
柄
に
別
の

あ
ら
た
な
事
柄
を
付
加
す
る
、
ま
た
は
意
見
を
さ
し
は
さ
む
と

い
っ
た
軽
い
条
件
し
か
構
成
し
な
い
」（
森
田（
一
九
六
八
）四
章
）

語
で
あ
っ
た
が
、
近
代
（
明
治
）
に
な
っ
て
逆
接
性
を
具
備
す
る

接
続
詞
「
し
か
し
」
に
お
け
る｢

逆
接
」
の
認
識
に
つ
い
て

│ 

明
治
下
半
期
か
ら
昭
和
戦
前
の
様
相 

│
梅
林　

博
人
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よ
う
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
森
田
（
一
九
八
〇
）
は
そ
の
点
を

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

明
治
以
降
、「
し
か
し
」
が
逆
接
の
接
続
助
詞
「
〜
が
／

〜
け
れ
ど
も
」
な
ど
と
一
緒
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

二
葉
亭
四
迷
の
作
品
に
も
、

「
そ
れ
は
課
長
の
方
が
、
或
は
不
条
理
か
も
知
れ
ぬ
が
、

し
か
し
苟
い
や
し
くも
長
官
た
る
者
に
向
っ
て
、
抵
抗
を
試
み
る
な
ど

と
い
ふ
な
ァ
、馬
鹿
の
骨
頂
だ
」（『
浮
雲
』）｢

私
の
為
を
思
っ

て
い
ふ
の
は
解
っ
て
ゐ
る
け
れ
ど
、
し
か
し
私
は
如ど

う何
し
て

も
矢や

張は
り

東
京
へ
出
て
何ど

こ処
か
の
学
校
へ
入
り
た
い
」（『
平

凡
』）

と
例
が
す
で
に
見
え
て
い
る
。
今
日
で
は
、
こ
の
よ
う
な
逆

接
の
接
続
助
詞
と
併
用
す
る
の
は
当
り
前
と
な
っ
た
が
、
併

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
な
り
論
理
的
な
意
味
関
係
が
生

み
出
さ
れ
、〝
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
〞
と
言
い
換
え
の
き

く
条
件
接
続
と
な
る
。「
し
か
し
」
が
こ
の
よ
う
な
論
理
性

を
具
備
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
明
治
以
降
特
に
盛

ん
に
な
っ
た
翻
訳
文
に
よ
る
西
欧
語
接
続
詞
の
影
響
に
よ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
現
代
の
よ
う
に
、
文
体
の
別
な
く
会
話
に

も
文
章
に
も
「
し
か
し
」
が
愛
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
さ
ら
に
時
代
が
く
だ
っ
て
か
ら
と
思
わ
れ
る
。（
森
田

（
一
九
八
〇
）
一
九
〇
頁
。
傍
線
引
用
者
）

傍
線
部
に
つ
い
て
は
、木
坂
（
一
九
七
六
）、森
岡
（
一
九
九
九
）

な
ど
の
詳
細
な
研
究
が
あ
り
、
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

が
、
万
人
が
翻
訳
に
関
わ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

翻
訳
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
し
か
し
」
に
関
す
る
知
識
が
、い
つ
、

ど
の
よ
う
に
広
ま
っ
た
の
か
と
い
う
、
い
わ
ば
知
識
の
普
及
の
実

態
（
媒
体
、
方
法
、
時
期
な
ど
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
）
に

つ
い
て
は
探
究
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
森
田
（
一
九
六
八
）
は
、
知
識
の
普
及
の
時
期
に

つ
い
て
「
そ
の
時
期
は
お
お
よ
そ
明
治
下
半
期
と
推
定
さ
れ
る

が
、
個
人
に
よ
り
文
体
に
よ
り
か
な
り
の
ず
れ
と
幅
と
を
認
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
五
章
）
と
指
摘
し
て
い
る
が
、そ
の
「
時
期
」

に
つ
い
て
も
さ
ら
に
追
究
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
辞
書
、
文
典
、
実
例
な
ど
に
よ
っ
て
、「
し

か
し
」
の
逆
接
性
に
関
す
る
知
識
の
普
及
の
実
態
に
つ
い
て
考
察

を
行
う
。
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三　

文
典
の
記
述

三
―
一　

記
述
内
容
に
よ
る
文
典
の
分
類

今
回
は
、
森
田
（
一
九
六
八
）
の
「
お
お
よ
そ
明
治
下
半
期
」

と
い
う
指
摘
を
参
考
に
、
明
治
下
半
期
以
降
の
文
典
を
確
認
し
、

文
典
を
、
そ
の
記
述
内
容
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
分
類
し
た
（
北

原
保
雄
・
古
田
東
朔
編
『
日
本
語
文
法
研
究
書
大
成
』
勉
誠
出
版
、

な
ど
を
利
用
し
た
）。 

○
「
し
か
し
」
の
逆
接
性
を
例
文
に
よ
っ
て
暗
示
す
る
文
典

明
治
三
四
年
『
日
本
俗
語
文
典
』（
松
下
大
三
郎
）

明
治
四
〇
年
『
漢
譯
日
本
口
語
文
典 
全
』（
松
下
大
三
郎
）

○
「
し
か
し
」
の
逆
接
性
を
例
文
と
解
説
と
に
よ
っ
て
暗
示
す

る
文
典

明
治
三
四
年
『
日
本
俗
語
文
典　

全
』（
金
井
保
三
）

明
治
四
一
年
『
高
等
日
本
文
法
』（
三
矢
重
松
）

明
治
四
四
年
『
日
本
口
語
法
』（
保
科
孝
一
）

昭
和
一
〇
年
『
新
文
典 

別
記 

上
級
用
』（
橋
本
進
吉
）

○
「
し
か
し
」
の
逆
接
性
を
解
説
に
よ
っ
て
明
示
す
る
文
典              

明
治
四
五
年
『
文
語
口
語
対
照
語
法
』（
吉
岡
郷
甫
）

昭
和
一
一
年
『
國
語
法
査
説
』（
德
田
浄
）

○
「
し
か
し
」
の
逆
接
性
を
例
文
と
例
文
に
近
接
さ
せ
た
解
説

と
に
よ
っ
て
明
示
す
る
文
典

大
正
一
三
年
『
尋
常
小
学
國
語
讀
本
を
資
材
と
し
た
日
本
口

語
法
』（
鶴
田
常
吉
）

昭
和
一
九
年
『
日
本
語 

│
共
榮
圏
標
準
口
語
法
│
』（
藤
原

與
一
）

本
章
以
下
で
は
、
ま
ず
こ
の
順
に
、
各
文
典
の
例
文
や
解
説
の

内
容
を
見
る
。
そ
の
後
、
文
典
を
発
刊
年
次
順
に
並
べ
か
え
て
表

１
と
し
て
ま
と
め
、「
し
か
し
」
の
逆
接
性
の
暗
示
、
明
示
の
変

化
を
概
観
し
た
い
（
解
説
部
分
の
引
用
に
際
し
て
は
旧
漢
字
を
改

め
た
）。

三
―
二　
「
し
か
し
」
の
逆
接
性
を
例
文
に
よ
っ
て
暗
示
す
る
文
典

三
―
二
―
一　

明
治
三
四
年
『
日
本
俗
語
文
典
』（
松
下
大
三
郎
）

「
接
続
詞
ハ
二
個
以
上
の
言
葉
を
同
資
格
に
接
続
す
る
詞
な

り
。」（
第
一
編
第
一
章｢

第
七
項　

接
続
詞
」
三
六
頁
）
と
し
、「
ソ

ウ
シ
テ
」（
二
例
）、「
シ
カ
シ
」（
一
例
）
の
例
文
を
載
せ
る
。

花
は
咲﹅

﹅

﹅
い
た
。
シ ○

○
○

カ
シ
間
も
な
く
散﹅

﹅

﹅
つ
た
。

三
―
二
―
二　

 

明
治
四
〇
年
『
漢
譯
日
本
口
語
文
典 

全
』 

（
松
下
大
三
郎
）
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「
接セ
ツ

続ゾ
ク

詞シ

ハ
詞コ
ト
バト
詞コ
ト
バノ
関カ
ン

係ケ
イ

ヲ
表ア
ラ

ハ
ス
モ
ノ
デ
ス
。」（
第
一
章

「
第
六
節　

接
続
詞
」
一
八
頁
）
と
し
、「
其
レ
カ
ラ
」「
其
レ
ト
モ
」

「
其
レ
ダ
カ
ラ
」「
併
シ
」「
其
レ
ダ
ノ
ニ
」の
例
文
と
そ
の
漢
訳（
各

接
続
詞
に
つ
い
て
二
例
ず
つ
）
を
載
せ
る
（
同
文
典
は
縦
書
き
二

段
組
み
。
中
央
に
線
を
引
き
、
上
段
に
日
本
語
の
例
文
を
載
せ
、

下
段
に
そ
の
漢
訳
を
載
せ
る
。
こ
こ
で
は
日
本
語
の
例
文
と
漢
訳

を
並
記
す
る
。｢

併
し｣
を
挟
ん
で
の
左
傍
線
の
付
け
方
が
例
文

の
一
つ
目
と
二
つ
目
で
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
傍
線
の
有
無
は
原

文
の
マ
マ
）。

ア
ノ
人ヒ
ト

ハ
話ハ

ナ
シハ

大タ
イ

変ヘ
ン 

上ジ
ヨ
ウ
ズ手

デ
ス
。
併シ

カ

シ
文ブ

ン
シ
ヨ
ウ章ハ

書カ

ケ
マ
セ
ン
。

彼
最
善
談
話
。
然
不
能
作
文
章
。

学ガ
ク

生セ
イ

ノ
中ウ

チ

ニ
ハ
雨ア

メ

降フ
リ

ニ
ハ
学ガ

ツ

校コ
ウ

ヲ
休ヤ

ス

ム
人ヒ

ト

ガ
有ア

リ
マ
ス
。
併シ

カ

シ
私

ワ
タ
ク
シハ

マ
ダ
一イ

チ

日ニ
チ

モ
欠ケ

ツ

席セ
キ

シ
マ
セ
ン
。

学
生
内
有
雨
天
不
上
学
堂
者
。
然
我
未
嘗
一
日
告
暇
。

三
―
三　

 「
し
か
し
」
の
逆
接
性
を
例
文
と
解
説
と
に
よ
っ
て 

暗
示
す
る
文
典

三
―
三
―
一  

明
治
三
四
年
『
日
本
俗
語
文
典　

全
』（
金
井
保
三
）

接
続
詞
を
「
一
、
対
等
の
言
葉
、
又
は
、
は
な
し
を
累
加
す
る

た
め
に
用
ゐ
る
も
の
。」「
二
、
意
味
の
ち
が
ふ
は
な
し
を
つ
な
ぐ

も
の
。」「
三
、
前
の
意
味
か
ら
引
つ
ヾ
い
て
起
る
意
味
或
は
結
果

を
む
す
び
合
せ
る
も
の
」
に
分
類
し
（
第
二
編
「
第
九
章　

接
続

詞
」
一
二
一
│
一
二
五
頁
。
該
当
頁
に
は
「
第
七
章　

接
続
詞｣

と
誤
記
）、「
二
」
の
例
文
と
し
て
、「
そ
れ
で
も
」「
し
か
し
」「
と

は
い
ふ
も
の
の
」「
た
ヽ
し
」「
も
っ
と
も
」「
と
こ
ろ
が
」
の
例

文
（
各
一
例
）
を
載
せ
る
。

よ
く
な
ま
け
ま
す
。
し
か
し
わ
す
れ
ま
せ
ぬ
。

「
ち
が
ふ
は
な
し
を
つ
な
ぐ
」
と
い
う
解
説
が
逆
接
性
を
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
解
説
は
、
た
と

え
ば
「
企
画
は
順
調
で
す
。
し
か
し
、
お
茶
は
ま
だ
か
な
」（『
明

鏡
国
語
辞
典
』
第
二
版　

大
修
館
書
店　

二
〇
一
〇
年
）
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
転
換
の
「
し
か
し
」
に
も
当
て
は
ま
る
解
説
で
あ
る
よ

う
に
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
典
だ
け
で
は
、「
し
か

し
」
の
逆
接
性
を
明
示
し
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

三
―
三
―
二　

明
治
四
一
年
『
高
等
日
本
文
法
』（
三
矢
重
松
）

「
接
続
詞
は
語
・
句
・
文
を
接
続
す
る
者
に
し
て
、
同
類
を
並
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ぶ
る
あ
り
、
添
加
す
る
あ
り
、
改
説
す
る
あ
り
、
順
説
す
る
あ
り
、

逆
説
す
る
あ
り
。」（
第
二
篇
「
第
十
章　

接
続
詞
」
三
四
四
頁
）

と
し
、「
句
・
文
の
み
」
を
接
続
す
る
も
の
と
し
て
、「
但
（
尤
）」

「
旁
」「
将
又
」「
尋
い
で
」「
故
に
（
さ
れ
ば
、
就
い
て
、
依
っ
て
、

随
っ
て
、さ
て
こ
そ
）」「
さ
れ
ど
（
し
か
し
、而
も
、さ
り
と
て
）」

「
か
つ
（
し
か
の
み
な
ら
ず
、
併
せ
て
、
然
し
て
）」
の
例
文
（
各

一
例
）
を
載
せ
る
。

我
は
貧
な
り
さ
れ
ど
（
し
か
し
、
而
も
、
さ
り
と
て
）
糊
口

に
支
へ
ず

｢

逆
説
す
る
あ
り
」
と
い
う
解
説
お
よ
び
類
語
と
併
用
し
て
の

例
文
な
ど
か
ら
、
一
見
す
る
と
逆
接
性
が
明
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
も
見
え
る
が
、
例
文
と
解
説
が
近
接
し
て
い
な
い
こ
と
に
加
え

て
、「
改
説
す
る
あ
り
」
な
ど
の
紛
ら
わ
し
い
解
説
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
文
典
だ
け
で
は
「
し
か
し
」
の
逆
接
性
を
明
示
し
て

い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

三
―
三
―
三　

明
治
四
四
年
『
日
本
口
語
法
』（
保
科
孝
一
）

「
語
句
あ
る
い
わ
文
を
結
び
付
け
る
語
を
接
続
詞
と
い
う
。」

（
第
二
編
「
第
七
章　

接
続
詞
」
一
六
八
頁
）
と
し
、「
意
義
の
方

か
ら
見
る
と
、
原
因
結
果
の
関
係
を
有
す
る
事
柄
を
接
続
す
る
も

の
も
あ
り
、
全
く
相
背
反
す
る
事
柄
を
接
続
す
る
も
の
も
あ
る
。

又
、
単
に
上
の
事
柄
を
受
け
て
下
の
事
柄
を
接
続
す
る
も
の
も
あ

る
。」
と
述
べ
る
（
同
一
六
九
頁
）。
そ
れ
に
続
け
て
「
又
」「
又
ワ
」

「
或
ワ
」｢

且
ツ
」「
其
上
」「
及
ビ
」「
猶
」｢

猶
又
」｢

然
シ
ナ
ガ
ラ
」

｢

然
シ
」「
シ
カ
ル
ニ
」「
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
」「
ケ
レ
ド
モ
」「
ダ
カ
ラ
」

「
ソ
レ
デ
ス
カ
ラ
」「
ソ
コ
デ
」「
ス
ル
ト
」「
ソ
レ
カ
ラ
」「
ト
コ

ロ
ガ
」「
ソ
シ
テ
」「
ソ
レ
デ
」「
ソ
レ
ナ
ラ
」「
ツ
イ
テ
ワ
」「
ソ

レ
デ
ワ
」「
ト
コ
ロ
エ
」
の
例
文
を
各
一
例
ず
つ
（「
ソ
レ
デ
ハ
」

の
み
二
例
）
載
せ
る
。

コ
レ
モ
職
分
ノ
一
ニ
ワ
相
違
ナ
イ
ガ
、
然﹅

﹅シ
ソ
ノ
職
分
タ
ル

ヤ
文
法
上
ヨ
リ
ワ
ム
シ
ロ
‥

「
相
背
反
す
る
事
柄
を
接
続
す
る
」
と
い
う
解
説
、
類
語
の
例

文
と
の
並
置
な
ど
か
ら
、
逆
接
性
が
明
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も

見
え
る
が
、
こ
れ
も
例
文
と
解
説
が
近
接
し
て
い
な
い
た
め
、
こ

の
文
典
だ
け
で
は
「
し
か
し
」
の
逆
接
性
を
明
示
し
て
い
る
と
は

言
い
切
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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三
―
三
―
四　

 

昭
和
一
〇
年
『
新
文
典　

別
記　

上
級
用
』 

（
橋
本
進
吉
）

「
接
続
詞
は
、
前
後
を
結
び
着
け
る
の
に
用
ひ
る
語
で
あ
り
ま

す
。」（
第
一
篇
「
第
一
章　
【
一
二
】
接
続
詞
」
三
〇
頁
）
と
し
、

「
ま
た
こ
れ
を
意
味
の
上
か
ら
分
類
す
れ
ば
、
大
体
付
け
加
は
る

意
を
表
は
す
も
の
（｢
及
び
」「
か
つ
」「
ま
た
」
の
類
）、
一
つ
を

択
び
取
る
意
を
表
は
す
も
の
（「
又
は
」「
或
は
」「
そ
れ
と
も
」

の
類
）、当
然
の
結
果
と
し
て
起
る
事
を
表
は
す
も
の
（「
随
つ
て
」

「
そ
れ
だ
か
ら
」「
さ
う
す
る
と
」
の
類
）、
当
然
予
想
し
得
べ
き

結
果
に
反
し
た
事
や
、
前
に
述
べ
た
事
に
反
す
る
事
を
導
く
も
の

（「
然
る
に
」「
け
れ
ど
も
」｢

但
し
」｢

尤
も
」
の
類
）
の
四
種
類

に
な
り
ま
す
。」
と
分
類
す
る
（
三
〇
│
三
一
頁
）。
各
接
続
詞
の

例
文
は
同
書
に
散
在
す
る
が
、「
し
か
し
」
に
つ
い
て
は
次
の
も

の
が
載
っ
て
い
る
。

私
も
寝
た
い
が
、
し
か
し
ま
だ
用
が
あ
る
。（
第
二
篇
「
第

九
章　

独
立
語
」
一
六
二
頁
）

「
本
書
の
『
山
は
低
い
が
、
し
か
し
…
…
』『
士
に
争
友
あ
れ

ば
則
ち
…
…
』
は
、」（
第
四
篇
「
第
十
八
章　

接
続
詞
・
感

動
詞
の
用
法
」
三
〇
七
頁
）

僕
も
行
つ
て
見
た
い
け
れ
ど
も
、
し
か
し
父
が
許
し
て
く
れ

な
い
。（
第
四
篇
「
第
十
八
章　

接
続
詞
・
感
動
詞
の
用
法
」

三
〇
七
頁
）

「
当
然
予
想
し
得
べ
き
結
果
に
反
し
た
事
や
、
前
に
述
べ
た
事

に
反
す
る
事
を
導
く
」
と
い
う
解
説
か
ら
逆
接
性
が
明
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
こ
れ
も
用
例
と
解
説
が
近
接
し
て
い

な
い
た
め
、
こ
の
文
典
だ
け
で
は
「
し
か
し
」
の
逆
接
性
を
明
示

し
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

三
―
四　
「
し
か
し
」
の
逆
接
性
を
解
説
に
よ
っ
て
明
示
す
る
文
典

三
―
四
―
一　

明
治
四
五
年
『
文
語
口
語
対
照
語
法
』（
吉
岡
郷
甫
）

「
語
・
連
語
・
節
又
は
文
を
接
続
す
る
準
体
言
を
接﹆

﹆

﹆
続
詞
と
云

ひ
ま
す
。」（「
第
九
章　

接
続
詞
」
一
五
二
頁
。
傍
点
は
白
ご
ま

点
）
と
す
る
。
そ
し
て
、｢

接
続
詞
は
其
の
職
能
に
依
つ
て
之
を

四
種
に
分
ち
ま
す
」（
同
頁
）
と
し
て
、「（
一
）
第
一
種
は
物
事

を
累
加
す
る
も
の
…
…
（
挙
げ
ら
れ
て
い
る
該
当
の
接
続
詞
は
割

愛
│
引
用
者
）」「（
二
）
第
二
種
は
物
事
を
選
択
す
る
も
の
…
…

（
挙
げ
ら
れ
て
い
る
該
当
の
接
続
詞
は
割
愛
│
引
用
者
）」「（
三
）

第
三
種
は
上
の
事
情
と
そ
の
事
情
か
ら
起
つ
た
当
然
の
結
果
と
を

接
続
す
る
も
の
…
…
（
挙
げ
ら
れ
て
い
る
該
当
の
接
続
詞
は
割
愛

│
引
用
者
）」
と
記
し
、
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。
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（
四
）
第
四
種
は
上
の
事
情
と
其
の
事
情
か
ら
起
る
反
対
の

事
情
と
を
接
続
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、「
し
か
れ
ど
も
・

さ
れ
ど
」「
し
か
る
に
・
さ
る
に
」「
さ
り
な
が
ら
」「
し
か

し
な
が
ら
」「
し
か
し
」「
た
ゞ
し
」「
そ ◁

れ
だ
け
れ
ど
も
・

だ
け
れ
ど
も
」「
そ ◁

れ
で
す
け
れ
ど
も
・
で
す
け
れ
ど
も
」

「
そ ◁

れ
だ
が
・
だ
が
」「
そ ◁

れ
で
す
が
・
で
す
が
」「
そ ◁

れ
だ

の
に
・
だ
の
に
」「
そ ◁

れ
で
す
の
に
・
で
す
の
に
」「
そ ◁

れ
で

も
・
で
も
」「
そ ◁

れ
に
」「
そ ◁

れ
の
に
」「
も ◁

つ
と
も
」「
と ◁

こ

ろ
が
」
等
は
之
に
属
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。（
一
五
四
頁
）

「
し
か
し
」
が｢

之
に
属
す
る｣

と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
後
に
、「
然
る
に
」「
但
し
」「
だ
が
」「
尤
も
」
の
例
文
が
載

る
が
、「
し
か
し
」
の
例
文
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

三
―
四
―
二　

昭
和
一
一
年
『
國
語
法
査
説
』（
德
田
浄
）

「
接
続
詞
が
二
つ
以
上
の
対
立
せ
る
語
、
句
、
文
の
間
に
位
置

し
て
現
は
す
職
能
は
接
続
、
対
立
発
示
の
二
作
用
で
あ
る
」（
第

五
章
「
第
八
節　

接
続
詞
」
一
六
三
頁
）
と
す
る
。
そ
し
て
、「
接

続
詞
を
意
味
上
か
ら
分
類
し
て
次
の
如
く
に
示
さ
れ
て
来
た
。」

（
一
六
四
頁
）
と
し
て
以
下
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
記
述
か
ら

「
し
か
し
」
が
「
逆
説
の
接
続
詞
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
端
的
に
分
か
る
。

⑴　

同
格
の
接
続
詞
。 

及
び 

並
び
に

⑵　

累
加
の
接
続
詞
。 

又 

次
に 

つ
い
で 

而
し
て 

な
ほ 

且
つ 

加
之

⑶　

選
択
の
接
続
詞
。 

は
た 

若
し
く
は 

或
は 

就
中

⑷　

順
説
の
接
続
詞
。 

故
に 

従
つ
て 

因
つ
て 

だ
か
ら 

で
は 

す
る
と

⑸　

逆
説
の
接
続
詞
。 

併
し 

但
し 

尤
も 

け
れ
ど
も 

だ
が 

だ
の
に 

で
も

⑷
⑸
を
因
果
の
接
続
詞
、
係
続
の
接
続
詞
、
条
件
の
接
続
詞

と
呼
ぶ
人
も
あ
り
、
ま
た
⑴
⑵
⑶
を
並
列
の
接
続
詞
と
い
ふ

人
も
あ
る
。（
一
六
四
頁
）

な
お
、
こ
の
説
明
の
直
後
か
ら
、「
次
に
接
続
の
職
能
上
か
ら

分
類
す
る
説
が
あ
る
。
湯
澤
幸
吉
郎
氏
の
「
口
語
法
精
説
」
に
見
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え
る
も
の
で
は
、」
と
引
用
を
始
め
る
が
、
そ
の
中
に
「
兄
は
辛

抱
強
い
が
、
し
か
し
弟
は
そ
ん
な
で
な
い
。」
と
、
湯
澤
氏
の
例

文
を
借
用
す
る
形
で
、｢

し
か
し｣

の
例
文
を
示
し
て
い
る
。

三
―
五　
「
し
か
し
」
の
逆
接
性
を
例
文
と
例
文
に
近
接
さ
せ
た 

　
　
　
　

解
説
と
に
よ
っ
て
明
示
す
る
文
典

三
―
五
―
一　

 

大
正
一
三
年
『
尋
常
小
学
國
語
讀
本
を
資
材
と
し

た
日
本
口
語
法
』（
鶴
田
常
吉
）

「
接
続
詞
は
上
の
語
を
受
け
て
下
の
語
を
装
定
す
る
副
用
言
で

あ
る
。」（「
第
十
五
章　

接
続
詞
」一
三
一
頁
）と
す
る
。
そ
し
て
、

｢

接
続
詞
は
装
定
の
関
係
に
よ
っ
て
左
の
四
つ
に
分
け
る
。」
と
し

て
、「
並
列
の
接
続
詞
」（｢

そ
の
上
」｢

又
」「
さ
う
し
て
」「
で
」

の
例
文
は
割
愛
│
引
用
者
）、「
選
択
の
接
続
詞
」（「
中
で
」「
中

に
は
」
の
例
文
は
割
愛
│
引
用
者
）、「
反
意
の
接
続
詞
」（
以
下

に
引
用
）、「
順
意
の
接
続
詞
」（「
す
る
と
」「
そ
れ
で
は
」「
そ
れ

な
ら
」（
二
例
）
の
例
文
は
割
愛
│
引
用
者
）
を
記
す
。

○
反
意
の
接
続
詞

け
れ
ど
も
貧
し
い
木
こ
り
ご
や
で
…
…
（
七
、
八
六
）

と
こ
ろ
が
長
盛
は
ろ
く
〳
〵
あ
い
さ
つ
も
せ
ず

（
七
、
九
八
）

親
も
喜
ん
だ
。
…
…
し
か
も
一
番
喜
ん
だ
の
は
…
…

（
一
二
、
五
八
）

し
か
し
だ
ん
〴
〵
落
着
い
て
見
る
と
…
…

（
一
二
、
五
三
）

｢

反
意
」
と
い
う
解
説
で
「
し
か
し
」
の
逆
接
性
が
示
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
た
だ
、
そ
の
一
方
で
、
例
文
に
「
し
か

も
」
が
並
置
さ
れ
て
い
る
点
が
多
少
懸
念
さ
れ
る
。

三
―
五
―
二　

 

昭
和
一
九
年『
日
本
語 

―
共
榮
圏
標
準
口
語
法
―
』

（
藤
原
與
一
）

本
書
は
「
そ
の
副
題
が
示
す
様
に
、
満
州
国
人
、中
華
民
国
人
、

を
初
と
し
て
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
人
々
が
学
ぶ
べ
き
標
準
口
語
法

を
説
い
た
教
科
書
で
あ
る
。」（
二
頁
）。

索
引
を
見
る
と
、｢

逆
説
の
接
続
詞
」
と
し
て
「
然
し
」「
け
れ

ど
」「
け
れ
ど
も
」「
だ
け
ど
」「
だ
が
」「
で
も
」「
尤
も
」「
と
こ

ろ
が
」、｢

順
説
の
接
続
詞
」
と
し
て
「
さ
う
し
て
」「
そ
し
て
」

「
だ
か
ら
」「
で
す
か
ら
」「
そ
こ
で
」「
す
る
と
」「
そ
れ
か
ら
」

「『
又
・
及
び
』
の
二
語
」
と
あ
る
。

こ
こ
で
は
、｢

然
し｣

「
け
れ
ど
も
（
け
れ
ど
）」
の
解
説
を
見

て
み
た
い
。
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○
空
気
や
水
は
、
非
常
に
大
切
だ
。
然
し
、
人
は
｜
そ
の

有
難
味
を
殆
ど
感
じ
て
ゐ
な
い
。

前
文
に
対
し
て
逆
説
的
に
後
文
を
表
現
し
よ
う
と
思
へ
ば
、

｢
然
し
」
と
い
ふ
語
を
冒
頭
に
置
く
。

此
は
、
後
文
と
前
文
と
の
接
続
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
つ

て
、
接
続
詞
と
呼
ば
れ
る
が
、
文
初
に
遊
離
独
立
し
て
ゐ
る

点
で
は
、
此
も
亦
独
立
部
と
見
ら
れ
る
。

○
空
気
や
水
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
非
常
に
大
切
で
す
。

け
れ
ど
も
（
け
れ
ど
）、
人
は
｜
そ
の
有
難
味
を
殆
ど

感
じ
ま
せ
ん
。

の
「
け
れ
ど
も
」（
け
れ
ど
）
も
、｢
然
し
」
と
同
種
の
語
で

あ
る
。
が
、｢

然
し｣

よ
り
も
こ
の
方
が
感
じ
が
柔
か
で
あ

り
、
一
層
口
語
的
な
表
現
に
な
る
。
女
子
は｢
然
し｣

を
殆

ど
使
は
な
い
。（｢

第
六
章　

独
立
部
」
一
八
九
頁
）

「
し
か
し
」
の
逆
接
性
の
指
摘
の
ほ
か
、「
柔
か
」｢

女
子
は
…
… 

殆
ど
使
は
な
い
」
な
ど
の
情
報
も
貴
重
で
あ
る
。

三
―
六　

こ
の
章
の
ま
と
め

以
上
で
見
た
文
典
を
発
刊
年
次
順
に
配
列
し
、「
し
か
し
」
の

逆
接
性
を
、｢

例
文
に
よ
っ
て
暗
示
す
る
文
典｣

に
は
△
、「
例
文

と
解
説
と
に
よ
っ
て
暗
示
す
る
文
典
」
に
は
○
、「
解
説
に
よ
っ

て
明
示
す
る
文
典｣

に
は
◎
、「
例
文
と
例
文
に
近
接
さ
せ
た
解

説
と
に
よ
っ
て
明
示
す
る
文
典
」
に
は

の
符
号
を
与
え
て
、
次

の
表
１
に
ま
と
め
る
（
次
頁
）。

表
１
か
ら
、｢

し
か
し｣

の
逆
接
性
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
明

治
末
期
に
は
あ
る
程
度
深
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
森
田

（
一
九
六
八
）
の
「
お
お
よ
そ
明
治
下
半
期
」
と
い
う
指
摘
も
妥

当
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
大
正
、
昭
和
戦
前
の
時
期
に
お
い
て
は
、
そ
う
し

た
逆
接
性
の
認
識
が
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
先
に
『
新
文
典 

別
記 

上
級
用
』（
昭
和
一
〇
年　

橋
本
進
吉
）
の
逆
接
性
の
示
唆
を｢

暗
示
（
表
１
で
○
印
）」
と

し
た
が
、
逆
接
の
認
識
自
体
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
を

考
え
る
と
、
同
文
典
の
よ
う
に
例
文
と
解
説
が
近
接
し
て
い
な
く

て
も
、
典
型
的
な
文
脈
が
あ
れ
ば
、
十
分
に
逆
接
性
の
示
唆
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
今
回
、「
し
か
し
」
に
つ
い
て
「
逆
接
」
の
漢
字
表
記

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、『
高
等
日
本
文
法
』（
明
治
四
一
年　

三

矢
重
松
）
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
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表
１　

文
典
に
お
け
る
「
し
か
し
」
の
記
述
の
概
略

文
典

用
例

逆
接
性

備
考
（
解
説
用
語
な
ど
）

明
三
四
『
日
本
俗
語
文
典
』
松
下
大
三
郎

明
三
四
『
日
本
俗
語
文
典　

全
』
金
井
保
三

明
四
〇
『
漢
訳
日
本
口
語
文
典　

全
』
松
下
大
三
郎

明
四
一
『
高
等
日
本
文
法
』
三
矢
重
松

明
四
四
『
日
本
口
語
法
』
保
科
孝
一

明
四
五
『
文
語
口
語
対
照
語
法
』
吉
岡
郷
甫

大
一
三
『
尋
常
小
学
国
語
讀
本
を
資
材
と
し
た
日
本
口
語
法
』
鶴
田
常
吉

昭
一
〇
『
新
文
典
別
記
上
級
用
』
橋
本
進
吉

昭
一
一
『
國
語
法
査
説
』
徳
田
浄

昭
一
九
『
日
本
語
―
共
榮
圏
標
準
口
語
法
―
』
藤
原
與
一

有有有有有無有有
（
有
）

有

△○△○○◎○◎

 

ち
が
ふ
は
な
し
を
つ
な
ぐ

 

逆
説
す
る

 

相
背
反
す
る
事
柄
を
接
続

 

反
対
の
事
情
と
接
続

 

反
意
の
接
続

 

前
に
述
べ
た
事
に
反
す
る
事
を
導
く

 

逆
説
の
接
続
詞

 

逆
説
的
。
逆
説
の
接
続
詞
（
索
引
）

【
表
１
の
補
足
】 

＊
用
例
欄
の
「（
有
）」
は
湯
澤
氏
の
用
例
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
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さ
て
連
用
法
は
平
坦
に
接
続
し
平
坦
に
説
明
す
る
も
の
な
れ

ば
、「
平
接
す
」「
平
説
す
」
と
い
ふ
を
得
べ
し
。
前
提
法
に

於
け
る
「
順
態
」「
逆
態
」
と
い
ふ
も
接
続
態
の
順
、
或
は

逆
な
る
よ
り
の
名
に
て
、
順
接
逆
接
と
い
ひ
て
平
接
と
相
比

す
べ
し
。（「
第
五
章　

動
詞
」
九
五
頁
。
傍
線
引
用
者
）

接
続
に
つ
い
て
「
逆
接
」
の
表
記
が
有
り
得
た
こ
と
が
わ
か
る

う
え
に
、「『
平
接
す
』『
平
説
す
』」
か
ら
は｢

接｣

と｢

説
」
と

が
相
通
じ
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。
表
１
を
見
る
と
、
明
治
の
半

ば
で
は
、｢

逆
説
」
と
い
う
表
現
も
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え

る
と
、
ま
ず｢

逆
説｣

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
「
逆
説
↓
逆
接
」
が

起
こ
っ
た
よ
う
に
も
感
じ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
推
測
の
域

を
出
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
上
は
控
え
て
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

四　

辞
典
の
記
述

今
回
、『
和
英
語
林
集
成
第
三
版
』
お
よ
び
『
明
治
期
国
語
辞

書
大
系
』（
二
六
巻
。
飛
田
良
文
・
松
井
栄
一
・
境
田
稔
信
編
。

大
空
社
）
を
調
査
し
、｢

し
か
し｣

を
立
項
す
る
辞
典
の
記
述
を

表
２
と
し
て
ま
と
め
た
（
88
頁
）。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

明
治
下
半
期
の
辞
典
の
記
述
内
容
を
概
観
す
る
。
な
お
、
次
の
三

冊
の
辞
典
に
つ
い
て
は
用
例
も
記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
に

あ
げ
て
お
く
。

・
明
二
五
年
『
日
本
大
辞
書
』（
山
田
美
妙
）

「
谷
峨
、
二
筋
道
『
し
か
し
風
ヲ
引
カ
ウ
ゼ
』」

（
梅う
め

暮ぼ

里り

谷こ
く

峨が 

（
一
七
九
八
〈
寛
政
一
〇
〉）『
傾け

い
せ
い
か
い
ふ
た

城
買
二

筋す
じ
み
ち道
』。
洒
落
本
）

・
明
二
七
年
『
日
本
大
辞
林
』（
物
集
髙
見
）

「
撰
集
抄　

一
（
冥メ
イ

途ド

の
あ
し
き
道ミ
チ

に
ハ
、
戒カ
イ
ゼ
ツ絶
、
不フ

放ハ
ウ

逸イ
ツ

の
み
こ
そ
、
身ミ

を
バ
た
す
く
な
れ
。
し
か
し
、
は
や
く
、

恩オ
ン

愛ア
イ

を
ふ
り
す
て
て
、
戒カ
イ
ゼ
ツ絶

の
功ク

徳ド
ク

を
た
く
は
へ
ん
と
思オ
モ

ひ
侍ハ
ベ

れ
ど
」

（『
撰せ
ん

集じ
ゆ
う

抄し
よ
う』

仏
教
説
話
、鎌
倉
時
代
、著
者
成
立
年
未
詳
）

・
明
二
九
年
『
帝
国
大
辞
典
』（
藤
井
乙
男
・
草
野
清
民
）

「
谷
峨
、
傾
城
買
二
筋
道
『
し
か
し
風
を
引
か
う
ぜ
』」

表
２
を
見
る
と
、
明
治
下
半
期
に
お
い
て
は
、
辞
典
の
記
述
に

大
き
な
変
化
が
あ
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
各
辞

典
は
「
し
か
し
な
が
ら
」
の
略
言
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
り
、

文
語
の
類
語
を
提
示
し
た
『
日
本
辞
書
言
海
』（
明
治
二
二
年
）
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や
『
日
本
大
辞
書
』（
明
治
二
五
年
）
と
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
明

治
末
期
ま
で
続
い
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

先
に
見
た
文
典
に
は
、「
逆
説
」「
相
背
反
」「
反
対
」「
反
意
」

と
い
っ
た
逆
接
性
を
示
唆
す
る
語
が
登
場
し
て
き
て
い
た
こ
と

や
、
口
語
接
続
詞
の
語
例
や
文
例
が
少
な
か
ら
ず
記
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
辞
典
の
記
述
は
旧
態
依
然
で
あ
る
こ
と
は
否

め
な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
明
治
下
半
期
の
辞
典
の
記
述
は
、
同
時

期
に
使
用
が
飛
躍
的
に
伸
び
た
と
さ
れ
て
い
る（
１
）「

し
か
し
」
の
語

義
・
語
法
を
反
映
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
こ
か
ら
、
同

時
期
の
辞
典
は
、
当
時
の
「
し
か
し
」
を
知
る
た
め
に
は
あ
ま
り

有
用
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。（
２
）

五　

逆
接
性
の
認
識
の
深
ま
り
の
早
さ

現
行
の
『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』（
小
学
館
）
は
、
ど

の
時
代
の
「
し
か
し
」
で
あ
っ
て
も
、「
先
行
の
事
柄
に
対
し
、

後
行
の
事
柄
が
反
対
対
立
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
す
（
逆
接
）」

用
法
と
し
て
処
理
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
次
に
あ
げ
る
『
浮

雲
』
の
、「〝
ソ
レ
ニ
シ
テ
モ
…
…
〞〝
ソ
レ
ハ
ソ
ウ
ト
シ
テ
…
…
〞

に
近
い
気
分
を
表
し
」（
森
田
（
一
九
六
八
））
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
な
「
し
か
し
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
意
味
に
は

解
釈
を
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

①
文
三
の
決
心
を
聞
い
て
お
政
は
漸や
う
やく
眉ま
ゆ

を
開
い
て
切し
き

り

に
点う
な
づ頭
き
「
さ
う
と
も
ネ
〳
〵
幾い
く

程ら

母お
つ

親か

さ
ん
の
機き

に
入

ツ
た
か
ら
ツ
て
肝か
ん

腎じ
ん

の
お
前
さ
ん
の
機
に
い
ら
な
き
や
ア

不ふ

熟じ
ゆ
くの

基も
と

だ　

し
か
し
よ
く
お
話
だ
ツ
た　

実
は
ネ
お
前

さ
ん
の
お
嫁よ
め

の
事
に
就
い
ち
や
ア
（
後
略
）（『
浮
雲
』
第

一
篇
第
三
回
。『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）

二
三
四
│
二
三
五
頁
）

そ
う
し
た
解
釈
の
是
非
は
さ
て
お
き
、
現
在
で
は
、
そ
れ
ほ
ど

ま
で
に
逆
接
用
法
を
中
心
に
据
え
て
考
え
る
傾
向
に
あ
る
わ
け
で

あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
風
潮
は
、
戦
前
ま
で
の
段
階
で
か
な
り
逆

接
性
の
認
識
が
深
ま
っ
た
こ
と
の
証
で
も
あ
る
か
と
考
え
ら
れ

る
。だ

と
す
る
と
、
明
治
下
半
期
か
ら
と
目
さ
れ
る
「
し
か
し
」
の

逆
接
性
の
認
識
の
深
ま
り
は
、
か
な
り
早
く
進
行
し
た
の
で
は
な

い
か
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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表
２　

明
治
期
の
辞
典
に
お
け
る
「
し
か
し
」
の
記
述
内
容

「
し
か
し
」
を
立
項
す
る
辞
典

品
詞

語
釈

用
例

明
一
九
『
和
英
語
林
集
成
第
三
版
』J.C.

ヘ
ボ
ン

×

But, still, however, yet, nevertheless, notw
ithstanding,

＝tadashi
（
一
）　

普
通
辞
書
（
一
八
冊
）

明
二
一
『
漢
英
対
照
い
ろ
は
辞
典
』
高
橋
吾
郎

副

併
、
然
、
さ
れ
ど But, nevertheless, how

ever

明
二
一
『
こ
と
ば
の
は
や
し
』
物
集
髙
見

ソ

さ
り
な
が
ら
。
さ
は
い
へ
ど
。

明
二
一
『
和
漢
雅
俗
い
ろ
は
辞
典
』
高
橋
吾
郎

副

併
、
然
、
さ
れ
ど

明
二
二
『
日
本
辞
書
言
海
』
大
槻
文
彦

接

し
か
し
な
が
ら
ノ
略 

（
補
注
①
）

明
二
五
『
日
本
大
辞
書
』
山
田
美
妙

接

し
か
し
な
が
ら
ノ
略 

（
補
注
②
）

○

明
二
五
『
増
訂
二
版
和
漢
雅
俗
い
ろ
は
辞
典
』
高
橋
吾
郎

副

併
、
然
、
さ
れ
ど

明
二
七
『
日
本
大
辞
林
』
物
集
髙
見

ツ
ナ
ギ

併
。
さ
り
な
が
ら
。
さ
は
い
へ
ど
。
さ
は
い
ふ
も
の
の
。

○

明
二
八
『
日
本
新
辞
書
』
三
田
村
熊
之
介

接

し
か
し
な
が
ら
ノ
略 

（
補
注
③
）

明
二
九
『
帝
国
大
辞
典
』
藤
井
乙
男
・
草
野
清
民

接

し
か
し
な
が
ら
の
略
言
な
り 

（
補
注
④
）

○

明
三
〇
『
日
本
新
辞
林
』
林
甕
臣
・
棚
橋
一
郎

接

し
か
し
な
が
ら
の
略
言
、（
然
） 

（
補
注
⑤
）

明
三
一
『
こ
と
ば
の
泉
』
落
合
直
文

接

併
。
し
か
し
な
が
ら
の
畧
。 

（
補
注
⑥
）

明
三
一
『
帝
国
以
呂
波
節
用
大
全
』
山
田
美
妙

副

シ
カ
シ
併

明
三
八
『
国
語
漢
文 

新
辞
典
』
井
上
頼

接

併
。
し
か
し
な
が
ら
の
畧
。 

（
補
注
⑦
）

明
四
〇
『
辞
林
』
金
澤
庄
三
郎

接

「
し
か
し
な
が
ら
」
の
略
言
。（
然
） 

（
補
注
⑧
）

明
四
一
『
発
音
数
引 

実
用
新
辞
典
』
森
本
樵
作

接

シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ
の
略 

（
補
注
⑨
）

明
四
二
『
俗
語
辞
海
』
松
平
円
次
郎
・
山
﨑
弓
束
・
堀
篭
美
善

接

し
か
し
な
が
ら
（
乍
然
）
の
略
。 

（
補
注
⑩
）

△

明
四
四
『
辞
林 

四
十
四
年
版
』
金
澤
庄
三
郎

接

「
し
か
し
な
が
ら
」
の
略
言
。（
然
） 

（
補
注
⑪
）

明
四
五
『
大
辞
典
』
山
田
美
妙

接

し
か
し
な
が
ら
ノ
畧
。 

（
補
注
⑫
）

（
二
）　

雅
俗
・
俗
雅
辞
書
（
一
冊
）

明
三
五
『
国
語
辞
典
』
林
幸
行
・
南
条
文
雄

×

し
か
し
な
が
ら
の
略
」マ
マ

サ
レ
ド
モ
・
さ
す
が
ト
モ
云
（
併
） （
補
注
⑬
）
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【
表
２
の
補
足
】

＊
「
普
通
辞
書
」「
雅
俗
・
俗
雅
辞
書
」
の
類
別
は
調
査
し
た
『
明
治
期
国
語
辞
書
大
系
』
に
よ
る
。
品
詞
欄
の
「
ソ
」
は｢

副
詞
（
そ

え
こ
と
ば
）」、｢

×｣

は
無
記
。
用
例
欄
の
△
は｢

し
か
し
な
が
ら
」
の
例
文
。

＊
『
和
英
語
林
集
成
第
三
版
』
の｢

タ
ダ
シ｣

に
次
の
記
述
が
あ
り
参
考
と
な
る
。「T

A
D
A
SH

I ﾀﾀﾞｼ 

但 conj. U
sed in introducing  

som
e exceptional or explanatory rem

ark, or a note to som
ething stated before; but, how

ever, or

」

＊
補
注
①
〜
⑬
は
以
下
の
と
お
り
。 

補
注
①
「
し
か
し
な
が
ら
」
の
項
の
記
述
↓
然
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
サ
レ
ド
モ
。
サ
リ
ナ
ガ
ラ
。
略
シ
テ
、
シ
カ
シ
。
雖
然

補
注
②
「
し
か
し
な
が
ら
」
の
項
の
記
述
↓
デ
ア
ル
ケ
レ
ド
モ
。
サ
レ
ド
モ
。
サ
リ
ナ
ガ
ラ
。
ガ
。
シ
カ
リ
ト
イ
エ
ド
モ
。
シ
カ
シ
。

補
注
③
「
し
か
し
な
が
ら
」
の
項
の
記
述
↓
サ
ウ
デ
ア
ル
モ
ノ
ヽ
。
ソ
ノ
ヤ
ウ
デ
ハ
ア
レ
ド
。
古
ク
ハ
さ
な
が
ら
ノ
意
味
に
用
い
井
タ
リ
。

補
注
④
「
し
か
し
な
が
ら
」
の
項
の
記
述
↓
さ
れ
ど
も
、
さ
り
な
が
ら
な
ど
の
意
に
用
ゐ
る
こ
と
ば
な
り
。

補
注
⑤
「
し
か
し
な
が
ら
」
の
項
の
記
述
↓
さ
れ
ど
も
、
さ
り
な
が
ら

補
注
⑥
「
し
か
し
な
が
ら
」
の
項
の
記
述
↓
さ
り
な
が
ら
。
さ
は
い
へ
ど
。
さ
れ
ど
。

補
注
⑦
「
し
か
し
な
が
ら
」
の
項
の
記
述
↓
さ
り
な
が
ら
。
さ
は
い
へ
ど
。

補
注
⑧
「
し
か
し
な
が
ら
」
の
項
の
記
述
↓
さ
れ
ど
も
。
さ
り
な
が
ら
。（
雖
然
）。

補
注
⑨
「
し
か
し
な
が
ら
」
の
項
の
記
述
↓
さ
り
な
が
ら
。
さ
は
い
へ
ど
。

補
注
⑩
「
し
か
し
な
が
ら
」
の
項
の
記
述
↓
さ
り
な
かマ

マら 

。
そ
う
い
ふ
け
れ
ど
。

補
注
⑪
「
し
か
し
な
が
ら
」
の
項
の
記
述
↓
さ
れ
ど
も
。
さ
り
な
が
ら
。（
雖
然
）。

補
注
⑫
「
し
か
し
な
が
ら
」
の
項
の
記
述
↓
サ
リ
ナ
ガ
ラ
。
サ
レ
ド
。
タ
ヾ
シ
。
サ
ハ
イ
ヘ
。
ガ
。

補
注
⑬
「
し
か
し
な
が
ら
」
の
項
の
記
述
↓ 

し
ハ
助
辞
ニ
テ
△
し
か
な
が
ら
也
」
サ
ナ
ガ
ラ
」
轉
ジ
テ
△
し
か
り
と
い
へ
ど
も
▲
し
か

す
が
△
さ
り
な
かマ

マら
△
さ
れ
ど
も
」
略
シ
テ
△
し
か
し
ト
モ
云
（
乍
併
）
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六　

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
文
典
、
辞
典
、
用
例
な
ど
に
よ
っ
て
、
接
続
詞
「
し

か
し
」
に
お
け
る
、
逆
接
性
の
認
識
の
深
ま
り
の
様
相
に
つ
い
て

考
察
し
、
冒
頭
に
ま
と
め
た
よ
う
な
内
容
を
述
べ
た
。

た
だ
、
今
回
は
、
限
ら
れ
た
資
料
に
よ
っ
て
お
よ
そ
の
目
処
を

つ
け
た
に
す
ぎ
ず
、
資
料
の
量
も
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
で
は
な

い
。
今
後
も
調
査
を
重
ね
て
、
記
述
の
精
度
を
高
め
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

【
注
】

（
１
） 

馬
場
俊
臣
（
二
〇
〇
五
）
が
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）

年
以
降
、
出
現
率
が
伸
び
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い

る
。

（
２
） 

な
お
、
今
回
調
査
し
た
『
明
治
期
国
語
辞
書
大
系
』
内

の
辞
典
で
、｢

し
か
し｣

を
立
項
し
て
い
な
い
辞
典
は
次

の
通
り
で
あ
る
。
普
通
辞
書
三
冊
（
明
四
『
語
彙
』、
明

三
九
『
国
漢
文
辞
典
』、
明
四
一
『
大
増
訂 

こ
と
ば
の
泉 

補
遺
』）。
雅
俗
・
俗
雅
辞
書
一
四
冊
（
明
一
一
『
日
本
小

辞
典
』、
明
一
二
『
雅
言
解
』、
明
一
二
『
雅
言
小
解
』、

明
一
四
『
雅
言
略
解
』、
明
一
八
『
こ
と
ば
の
そ
の
』、
明

二
一
『
掌
中
雅
言
栞
』、
明
二
三
『
雅
俗
俗
雅 

日
本
小
辞

典
』、
明
二
四
『
俗
語
雅
調
』、
明
二
四
『
国
文
小
辞
典
』、

明
二
四
『
言
葉
の
手
引
』、
明
二
五
『
雅
俗
俗
雅 

日
本
小

辞
典
』、明
二
五『
訂
正
増
補 

国
文
小
辞
典
』、明
三
五『
国

語
集
解
』、
明
三
五
『
国
書
辞
典
』）

【
参
考
文
献
】

梅
林
博
人
（
二
〇
一
七
）「
滑
稽
本
の
接
続
詞
「
し
か
し
」
に

つ
い
て
」『
表
現
研
究
』
一
〇
五
号　

表
現
学
会

木
坂
基
（
一
九
七
六
）『
近
代
文
章
の
成
立
に
関
す
る
基
礎
的

研
究
』
風
間
書
房

京
極
興
一
・
松
井
栄
一
（
一
九
七
三
）「
接
続
詞
の
変
遷
」
鈴

木
一
彦
・
林
巨
樹
編
『
品
詞
別
日
本
文
法
講
座　

６　

接
続

詞
・
感
動
詞
』
明
治
書
院

金
水
敏
（
二
〇
〇
四
）「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
け
る
日
本
語 

│
〝
客
観
化
〞
を
め
ぐ
っ
て
│
」『
日
語
日
文
学
研
究
』
第

49
輯　

韓
国
日
語
日
文
学
会

田
中
章
夫
（
一
九
八
四
）「
接
続
詞
の
諸
問
題 

│
そ
の
成
立
と

機
能
」『
研
究
資
料
日
本
文
法　

第
４
巻
』
明
治
書
院
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馬
場
俊
臣
（
二
〇
〇
五
）「
逆
接
の
接
続
詞
・
接
続
語
句
」『
雑

誌
『
太
陽
』
に
よ
る
確
立
期
現
代
語
の
研
究 

│
「
太
陽
コ
ー

パ
ス
」
研
究
論
文
集
│
』
国
立
国
語
研
究
所
編　

博
文
館
新

社
森
岡
健
二
（
一
九
九
九
）『
欧
文
訓
読
の
研
究 

│
欧
文
脈
の
形

成
│
』
明
治
書
院

森
田
良
行
（
一
九
六
八
）「
し
か
し 

│
発
生
と
展
開
」『
こ
と
ば

の
宇
宙
」
三
巻
一
一
号　

テ
ッ
ク　

森
田
良
行
（
一
九
九
三
） 

に
所
収
、
後
者
を
使
用　

森
田
良
行
（
一
九
八
〇
）「
し
か
し
」『
基
礎
日
本
語
２
』
角
川

書
店
（
森
田
（
一
九
八
九
）
に
所
収
）

森
田
良
行
（
一
九
八
九
）『
基
礎
日
本
語
辞
典
』
角
川
書
店

森
田
良
行
（
一
九
九
三
）『
言
語
活
動
と
文
章
論
』
明
治
書
院

山
本
正
秀
（
一
九
六
五
）『
近
代
文
体
発
生
の
史
的
研
究
』
岩

波
書
店

山
本
正
秀
（
一
九
七
一
）『
言
文
一
致
の
歴
史
論
考
』
桜
楓
社

【
文
典
】

北
原
保
雄
・
古
田
東
朔
編
『
日
本
語
文
法
研
究
書
大
成
』（
全

一
四
冊
）
勉
誠
出
版

鶴
田
常
吉
（
一
九
二
四
）『
尋
常
小
学
國
語
讀
本
を
資
材
と
し

た
日
本
口
語
法
』
南
郊
社

橋
本
進
吉
（
一
九
三
五
）『
新
文
典 

別
記 

上
級
用
』
冨
山
房

藤
原
與
一
（
一
九
四
四
）『
日
本
語 

│
共
榮
圏
標
準
口
語
法
│
』

目
黒
書
店

三
矢
重
松
（
一
九
〇
八
）『
高
等
日
本
文
法
』
明
治
書
院

【
辞
典
】

飛
田
良
文
・
松
井
栄
一
・
境
田
稔
信
編
『
明
治
期
国
語
辞
書
大

系
』（
全
二
六
巻
）
大
空
社

J.C.

ヘ
ボ
ン
（
一
九
四
四
）『
和
英
語
林
集
成
第
三
版
』（
松
村

明
解
説
、
一
九
八
〇
年
、
講
談
社
学
術
文
庫
）

【
付
記
】
本
稿
は
、JSPS

科
学
研
究
費16K

02751

「
近
現
代
の

新
語
・
新
用
法
及
び
言
語
規
範
意
識
の
研
究
」
の
研
究
発
表
会

（
二
〇
一
七
年
八
月
三
一
日　

於
京
都
府
立
大
学
稲
森
記
念
会
館

一
〇
五
講
義
室
）
で
発
表
し
た
内
容
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ

る
。
発
表
当
日
お
よ
び
そ
の
後
に
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
研
究
はJSPS

科
学
研

究
費16K

02751

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
本
学
教
授
）


